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新
年
の
挨
拶

栗
原
市
長　

佐　

藤　
　
　

勇 

　

謹
ん
で
新
年
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

栗
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
地
域
の
人
々
が
、
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
安
心
し
て
生
活
す

る
こ
と
の
で
き
る
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
を
目
指
し
、
地
域
に
お
け
る
福
祉
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
御
尽

力
を
い
た
だ
き
、
保
健
福
祉
行
政
を
は
じ
め
、
市
政
全
般
に
わ
た
り
御
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、

敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
栗
原
市
は
今
年
で
合
併
か
ら
十
三
年
目
と
な
り
ま
す
。

　

市
政
運
営
の
理
念
で
あ
る
「
市
民
が
創
る 

く
ら
し
た
い
栗
原
」
の
実
現
に
向
け
、
市
民
が
互
い
に
助
け
合
い
な

が
ら
、
健
康
や
生
活
に
不
安
の
な
い
、
優
し
さ
と
思
い
や
り
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
努
力
し
て
い
く
所

存
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
、「
新
た
な
七
つ
の
成
長
戦
略
」
の
成
果
を
検
証
し
、
栗
原
が
栗

原
ら
し
く
発
展
し
て
い
く
た
め
に
何
が
必
要
な
の
か
、
市
民
の
皆
様
の
声
を
第
一
に
聞
い
て
、
共
に
考
え
、
創
り

上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
に
お
い
て
は
、
少
子
・
高
齢
化
の
進
行
、
核
家
族
や
高
齢
者
の
単
身
世
帯
の
増
加
な
ど
に
伴
う
、
生
活
課

題
も
増
加
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
ど
の
世
代
の
方
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
い
つ
ま
で
も
安
全
に
、
安
心
し
て

暮
ら
す
た
め
に
は
、
地
域
や
関
係
団
体
、
行
政
が
協
力
し
な
が
ら
、
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
地
域
福
祉
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
栗
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
様
を
は
じ
め
、
関
係
団
体
と
協
力
を
し
な
が
ら
、
誰
も
が
い
き
い

き
と
、
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
の
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
に
、
住
民
同
士
の
見
守
り
、
助
け

合
い
の
精
神
を
重
視
し
た「
近
助
」の
理
念
を
加
え
な
が
ら
、
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
を
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
栗
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
様
の
益
々
の
御
発
展
と
御
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新

年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人　

栗
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

会  

長　

小　

林　

吉　

雄 

新
年
の
あ
い
さ
つ

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝
で
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
、
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
理
解
を
賜
り
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
会
に
お
い
て
は
福
祉
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
複
雑
化
に
対
応
す
る
た
め
、
組
織
機
構
を
見
直
し
、
小
地

域
福
祉
活
動
の
推
進
を
一
層
強
化
す
る
体
制
を
整
備
し
、
支
部
活
動
の
活
性
化
と
行
政
区
ご
と
の
地
区
社
協
の
設

置
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
社
会
福
祉
法
の
改
正
、
介
護
保
険
法
等
の
改
正
に
お
い
て
「
地
域
づ
く
り
」「
地
域
で
の
支
え

合
い
」
に
よ
る
「
地
域
福
祉
の
充
実
」
が
唱
え
ら
れ
、
二
〇
二
五
年
を
め
ど
に
、
出
来
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で

自
分
ら
し
く
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
す
ま
い
、
医
療
、
介
護
、
予
防
、
生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
、
介
護
、
介
護
予
防
、
生
活
支
援

は
社
協
と
し
て
担
っ
て
き
た
事
業
で
あ
り
ま
す
。
構
築
に
向
け
て
は
、
住
民
が
主
体
的
に
参
加
し
、
自
ら
が
担
い

手
と
な
っ
て
い
く
よ
う
な
地
域
づ
く
り
、
地
域
の
支
え
合
い
活
動
を
ね
ら
い
と
し
て
お
り
、
地
域
福
祉
の
推
進
を

担
う
社
会
福
祉
協
議
会
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
取
組
ん
で
い
く
べ
き
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

栗
原
市
に
お
い
て
も
、「
市
民
が
創
る　

く
ら
し
た
い
栗
原
」
の
実
現
に
向
け
た
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
栗
原
市
を
始
め
関
係
機
関
各
位
の
ご
指
導
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
き
て
い
る
本
会
と
し

て
は
、
今
後
よ
り
一
層
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
福
祉
活
動
の
中
核
的
役
割
り
を
担
う
団
体
と
し
て
、
住
民
参
加

に
よ
る
小
地
域
づ
く
り
の
支
援
を
一
層
強
化
し
、
よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
の
推
進
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
課
題
解
決
と
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
、
役
職
員
一

丸
と
な
っ
て
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

３ ２
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５ ４

栗
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

―
―
―
― 

表
　
彰
　
状 

―
―
―
―

〈
民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
者
〉

	
 

城
美
枝
子		



（
若　

柳
）

　

八
巻　

忠
子
・
秀
城　

チ
ヱ		



（
一　

迫
）

〈
推
進
委
員
功
労
者
〉

	

佐
藤　

克
彦
・
星
野
タ
エ
子
・
後
藤
す
づ
子	

（
築　

館
）

	

岩
渕
つ
か
子		



（
築　

館
）

	

阿
部　
　

尚
・
工
藤　

久
恵
・
鎌
田　

明
子	

（
若　

柳
）

	

菅
原　

明
美
・
菅
原　

忠
一
・
菅
原　

秀
雄	

（
栗　

駒
）

	

菅
原　

四
三
・
金
澤　

大
樹
・
菅
原　

惠
子	

（
栗　

駒
）

	

濁
沼
し
づ
ゑ
・
菅
原
千
枝
子
・
吉
澤　

裕
之	

（
栗　

駒
）

	

大
黒　

昭
夫		



（
瀬　

峰
）

〈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
〉

	

高
橋　

力
衛		



（
瀬　

峰
）

	

佐
々
木　

信		


（
金　

成
）

〈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
団
体
〉

　

片
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友
の
会		



（
若　

柳
）

　

新
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友
の
会		



（
若　

柳
）

　

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
」

			




（
栗　

駒
）

　

金
成
中
町
長
寿
会
大
正
琴
ゆ
り
の
会	

（
金　

成
）

〈
福
祉
関
係
団
体
役
員
功
労
者
〉

　

佐
藤　

敦
子	（
栗
原
市
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
）	（
若　

柳
）

　

千
葉　

久
代	（
栗
原
市
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
）（
花　

山
）

―
―
―
― 

感
　
謝

　
状 

―
―
―
―

〈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
〉

	

鈴
木　

長
喜		



（
瀬　

峰
）

〈
社
会
福
祉
事
業
篤
志
寄
付
者
〉

	

佐
藤　

宗
雄		



（
金　

成
）

	

石
川　

司
之		



（
瀬　

峰
）

　

12
月
４
日
（
日
）
金
成
延
年
閣
に
お
い
て
、
在
宅
介
護
者

を
対
象
に
「
介
護
者
癒
し
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
、
多
年
に

わ
た
り
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
介
護
者
17
名
に
対
し
、
表
彰

状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

―
―
―
― 

表
　
彰
　
状 

―
―
―
―

〈
在
宅
介
護
功
労
者
〉

	

鈴
木　

吾
一
・
佐
々
木
み
や
子		



（
築　

館
）

	

伊
藤
み
つ
子		



（
若　

柳
）

	

酒
井　

榮
子
・
高
橋
八
千
代
・
浅
野
み
つ
子	

（
栗　

駒
）

	

氏
家　

ま
さ		



（
栗　

駒
）

	

鎌
田　

祥
恵
・
千
葉　

和
子		



（
高
清
水
）

	

松
田　

勝
子		



（
一　

迫
）

	

水
木　

宏
男		



（
鶯　

沢
）

	

菅
原　

拓
男
・
日
吉　

智
子
・
須
藤
ト
キ
エ	

（
金　

成
）

	

曽
根　

弘
美		



（
志
波
姫
）

	

千
葉
と
よ
子
・
鮱
名
カ
ツ
コ		



（
花　

山
）

第
62
回
宮
城
県
社
会
福
祉
大
会

　

11
月
１
日
（
火
）
、
仙
台
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
に
お
い
て

「
第
62
回
宮
城
県
社
会
福
祉
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
長
年
に

わ
た
り
社
会
福
祉
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
へ
表
彰
状
、

感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

〈
民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
者
〉

	

三
浦　

勝
雄		



（
若　

柳
）

	

髙
橋　

隆
雄		



（
一　

迫
）

	

鈴
木　

征
夫		



（
鶯　

沢
）

〈
社
会
福
祉
協
議
会
役
職
員
功
労
者
〉

	

高
橋　

義
雄		



（
評
議
員
）

	

佐
藤　

一
繁		



（
職　

員
）

〈
社
会
福
祉
施
設
職
員
功
労
者
〉

	

髙
橋　

月
子		



（
若　

柳
）

　

本
町
地
区
社
協
は
、
平
成
19
年
８
月
６

日
に
設
立
し
ま
し
た
。

　

活
動
内
容
は
、
地
域
の
健
康
づ
く
り
教

室
と
共
催
で
、
お
茶
っ
こ
会
、
世
代
間
交

流
事
業
な
ど
地
域
活
動
へ
誰
で
も
参
加
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。
敬

老
会
、
防
火
防
災
訓
練
、
集
会
所
の
清
掃

に
協
力
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
、
要
援
護
者
を
対
象
に
民
生

委
員
児
童
委
員
が
中
心
と
な
り
、
見
守
り

活
動
、
ご
み
出
し
、
除
雪
等
助
け
合
い
運

動
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
ど
こ
の
地
区
社

協
に
も
、
後
継
者
や
参
加
者
が
少
な
く
な

っ
て
き
て
い
る
と
い
う
悩
み
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

地
区
社
協
の
事
業
を
通
し
て
、
多
く
の

み
な
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
温
か

い
心
の
交
流
で
絆
を
強
く
感
じ
る
と
と
も

に
、
地
区
民
が
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う

な
活
動
を
共
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

一迫本町地区社会福祉協議会

 会長　曽根　義雄

（
敬
称
略
）

　

平
成
28
年
11
月
４
日
（
金
）、
エ
ポ
カ
21

を
会
場
に
、
支
部
・
地
区
社
協
関
係
者
等

が
一
堂
に
会
し
、
地
域
の
福
祉
力
を
高
め

る
機
会
と
し
て
「
市
民
の
福
祉
を
考
え
る

つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
1
部
は
、
長
年
に
わ
た
り
栗
原
市
の

社
会
福
祉
の
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

方
々
を
表
彰
し
、
感
謝
の
意
を
表
し
ま
し

た
。

　

第
２
部
で
は
、
仙
台
白
百
合
女
子
大
学

大
坂
純
教
授
を
講
師
に
「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
地
域
の
支
え
あ
い
」

と
題
し
て
、
基
調
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
市
内
で
先
進
的
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
３
団
体
の
活
動
発
表
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
内
容
を
踏
ま
え
た
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
坂
教
授
よ
り
「
臨
機
応
変
に
い
ろ
ん

な
人
を
巻
き
込
ん
で
活
動
す
る
こ
と
が
大

切
で
、
そ
の
た
め
に
は
日
頃
の
関
わ
り
が

重
要
で
す
。
栗
原
は
良
い
活
動
が
で
き
て

い
る
と
思
い
ま
す
。」
と
い
う
講
評
を
頂
き

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
多
く
の
方
に
お
集
ま
り
い
た

だ
き
、
地
域
福
祉
を
進
め
る
上
で
の
ヒ
ン

ト
を
得
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
暮
ら
し
や
す
い
栗
原
の
地
域
づ

く
り
の
た
め
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
ら
ほ
の
地
域
活
動

「
つ
な
が
り
が
あ
れ
ば
、
少
子
高
齢

化
も
全
然
怖
く
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分

ら
し
く
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
長
く

暮
ら
す
た
め
に
も
、『
つ
な
が
り
』
を

持
つ
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。」

■

講 

師

仙
台
白
百
合
女
子
大
学

　
　
　
大
　
坂
　
　
　
純 

教
授

「
来
て
く
だ
さ
る
方
に
喜
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
。

 

〝し
て
あ
げ
る〟 

で
な
く
自
分
た
ち

も
楽
し
み
な
が
ら
活
動
を
展
開
。」

■

パ
ネ
ラ
ー

志
波
姫
宮
中
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

会
　
長
　
石
　
川
　
安
　
廣 

氏

「
難
し
い
こ
と
も
あ
る
が
、
活
動

は
お
も
し
ろ
い
。
活
動
後
の
達
成

感
も
あ
る
。」

■

パ
ネ
ラ
ー

高
清
水
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

事
務
局
　
沼
　
倉
　
　
　
登 

氏

「
地
域
に
寄
り
添
い
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
、
役
職
員
一
丸
と

な
っ
て
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
明

日
の
栗
原
を
作
っ
て
い
き
た
い
。」

■

パ
ネ
ラ
ー

栗
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

事
務
局
長
　
千
　
田
　
祐
　
子

「
地
区
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
も
ら

い
な
が
ら
、
活
動
を
し
て
い
る
。

新
メ
ン
バ
ー
の
加
入
推
進
が
課

題
。」

■

パ
ネ
ラ
ー

鶯
沢
駒
場
下
地
区

民
生
委
員
　
小
　
野
　
儀
　
一 

氏

カ
フ
ェ
ス
マ
イ
ル
の
活
動

友
愛
活
動

訪
問
見
守
り
体
制
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標語の部

書道の部

ポスターの部

栗駒中学校３年

及川　由季
栗駒中学校３年

熊谷　雛奈

《
中
学
校
の
部
》

栗駒中学校３年

黒田　桃花

◇
入　

選

栗駒中学校２年

髙橋　優花

◇
栗
原
市
教
育
長
賞

◇
栗
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
賞

◇
宮
城
県
北
部
教
育
事
務
所

　

栗
原
地
域
事
務
所
長
賞

栗駒中学校２年

佐々木　汐音

《
小
学
校
の
部
》

◇
栗
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
賞栗駒南小学校６年

小野寺　舞
築館小学校６年

渡邉　玲奈

◇
入　

選

栗駒小学校３年

内海　羚菜

◇
栗
原
市
教
育
長
賞

栗駒南小学校４年

髙橋　一花

◇
宮
城
県
北
部
教
育
事
務
所

　

栗
原
地
域
事
務
所
長
賞

築館小学校５年

伊藤　玲奈

◇
栗
原
市
社
会
福
祉

　

協
議
会
長
賞

金成中学校３年

関場　梨渚

◇
栗
原
市
教
育
長
賞

若柳小学校６年

安部　愛里紗

◇
栗
原
市
教
育
長
賞

金成中学校３年

鈴木　奏絵
金成中学校３年

鈴木　　茜

◇
宮
城
県
北
部
教
育
事
務
所

　

栗
原
地
域
事
務
所
長
賞

若柳小学校６年

柿元　瑞彩

◇
入　

選

若柳小学校６年

二階堂　佑真

◇
栗
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
賞

若柳小学校６年

佐藤　諒太
鶯沢小学校６年

横山　夏音

◇
宮
城
県
北
部
教
育
事
務
所

　

栗
原
地
域
事
務
所
長
賞

「
福
祉
活
動
に
関
す
る
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
・
書
道
」

　

栗
原
市
内
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
、
福

祉
活
動
へ
の
関
心
を
高
め
る
と
と
も
に
、
福
祉
心
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
心
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
、
福
祉
活
動
に
関
す

る
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
・
書
道
の
作
品
を
募
集
し
、
３
６
１

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

10
月
29
日
（
土
）
、
イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
栗
原

志
波
姫
店
を
会
場
に
栗
原
市
長
様
は
じ
め
、
宮
城
県
北
部

教
育
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所
長　

亀
井
清
浩
様
、
栗
原

市
教
育
長　

亀
井
芳
光
様
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
表
彰
式

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
を
、
表
彰
式
当
日
か
ら

11
月
10
日
（
木
）ま
で
、
同
会
場
に
展
示
し
ま
し
た
。

　

作
品
を
と
お
し
て
、
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
想

い
が
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
届
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

《
中
学
校
の
部
》

◇ 

栗
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
賞

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

言
葉
は
い
ら
な
い　

心
だ
け

志
波
姫
小
学
校
４
年

　
鈴
木　
　

雫

◇ 

宮
城
県
北
部
教
育
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所
長
賞

ひ
災
地
の　

ふ
っ
こ
う
ね
が
い　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

築
館
小
学
校
６
年

　
千
葉　

心
愛

◇ 

栗
原
市
教
育
長
賞

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う　

地
い
き
の
輪　

み
ん
な
と
つ
な
が
る　

え
が
お
の
輪

宮
野
小
学
校
３
年

　
佐
藤　
　

翔

◇ 

入　

選

さ
さ
え
合
う　

み
ん
な
の
気
持
ち　

赤
い
羽
根

栗
駒
南
小
学
校
４
年

　
千
田　
　

栞

つ
か
っ
て
よ　

小
さ
い
手
だ
け
ど　

ひ
と
り
ぶ
ん

瀬
峰
小
学
校
３
年

　
成
田　

楓
芽

◇ 

栗
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
賞

福
祉
の
輪　

み
ん
な
で
つ
な
い
で　

明
る
い
未
来

栗
駒
中
学
校
２
年

　
小
野
寺　

竜
大

◇ 

宮
城
県
北
部
教
育
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所
長
賞

あ
り
が
と
う　

感
謝
の
言
葉　

地
域
に
貢
献

若
柳
中
学
校
３
年

　
鈴
木　

優
奈

◇ 

栗
原
市
教
育
長
賞

助
け
合
い　

心
つ
な
げ
る　

赤
い
羽
根

　

栗
駒
中
学
校
３
年

　
佐
藤　

冨
香

◇ 

入　

選

そ
の
募
金　

未
来
へ
つ
な
が
る　

橋
と
な
る志

波
姫
中
学
校
３
年

　
菅
原　

寛
太

地
域
社
会　

笑
顔
の
も
と
は　

た
す
け
合
い志

波
姫
中
学
校
１
年

　
阿
部
み
の
り

《
中
学
校
の
部
》

《
小
学
校
の
部
》

《
小
学
校
の
部
》

「毎年、素晴らしい作品が寄せらています。」

「入賞者一人一人に、表彰状を贈呈」

「作品展示の様子」 「作品に囲まれ、ちょっと緊張ぎみの受賞者の皆さん」



８

栗
原
市
社
協
だ
よ
り
第
70
号

 

■ 

編
集
と
発
行

社
会
福
祉
法
人

栗
原
市
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会
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会

〒
９
８
７
―

２
２
５
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栗
原
市
築
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薬
師
三
丁
目
６
番
２
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Ｔ
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０
２
２
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０
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０
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０
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―

２
２
―

６
０
１
２

平
成
29
年
１
月
１
日
発
行

「地域の社会福祉のために役立てて下さい」と心温まるご寄附、ご寄贈いただきました。

栗駒中学校ＰＴＡ 様（栗駒） 20,800円

大　内　岩　子 様（瀬峰） 50,000円

匿　　　　　名 様（金成） 50,000円

千　種　正　幸 様（築館） 1,577円

カサブランカ 栗原歌謡愛好会 様（栗駒） 20,000円

若柳山野草＆さつき盆栽会 小野寺　篤 様（若柳） 3,080円

金 成 婦 人 会 様（金成） 10,000円

全東北空手道選手権大会実行委員会 様（瀬峰） 10,000円

上野地区社会福祉協議会 様（栗駒） 5,000円

栗駒中学校２学年「栗駒ドリームカンパニー」 様（栗駒） 13,085円

一迫真坂中町老人クラブ常盤会 様（一迫） 8,176円

匿　　　　　名 様（一迫） ひな人形、タオル20枚

絵手紙友の会 ストーンドリーム 様（栗駒） 本「こころ、お元気で」

上野地区社会福祉協議会 様（栗駒） タオル59枚

佐々木　四　郎 様（瀬峰） 新米30㎏ 南瓜６個
白菜３個 大根３本

◆ 寄　附　金（１０月１１日から１２月１０日までの受付順）

◆ 寄贈物品（皆さんに喜んでいただけるような活用をさせていただきます）

社協本所・支所電話番号（市外局番 0228）

本所・総務課 23－8070 (代表)

本所・地域福祉課 23－8087 (直通)

本所・事業運営課 21－2141 (直通)

築  館  支  所 23－8087　　　

若  柳  支  所 32－3083　　　

栗  駒  支  所 45－2150　　　

高 清 水 支 所 58－3637　　　

一  迫  支  所 52－4433　　　

瀬  峰  支  所 59－2322　　　

鶯  沢  支  所 55－2834　　　

金  成  支  所 42－1248　　　

志 波 姫 支 所 22－2713　　　

花  山  支  所 56－2028　　　

バーコードリーダーで読み取り。
モバイルサイトにアクセス！

➜

モバイル版はこちら！！
http://kurihara-sfk.jp/
ホームページアドレス

介護保険等事業所電話番号（市外局番 0228）

訪問介護事業所（ホームヘルプ）
21－2146

居宅介護事業所（ホームヘルプ）

築館デイサービス「ふれあい」 23－8070

若柳デイサービス「ひだまりの家」 32－3032

栗原市高清水デイサービスセンター 58－3637

栗原市一迫デイサービスセンター 52－4433

栗原市瀬峰デイサービスセンター 59－2322

栗原市鶯沢デイサービスセンター 55－2874

栗原市金成デイサービスセンター 42－1154

栗原市花山デイサービスセンター 56－2028

居宅介護支援事業所(ケアマネジャー） 21－0225

生活介護事業所はげましホーム 22－8111

共同生活援助事業所ふきのとう 22－0745

相 談 所 名 開　設　日 開設時間

築館生活相談所
(築館支所 23－8087)

１/10(火) １/24(火)

２/７(火) ２/21(火)
9:30～11:30

若柳生活相談所
(若柳支所 32－3083)

１/10(火) １/24(火)

２/７(火) ２/21(火)
9:30～11:30

栗駒生活相談所
(栗駒支所 45－2150)

１/12(木) １/26(木)

２/９(木) ２/23(木)
9:30～11:30

高清水生活相談所
(高清水支所 58－3637)

１/23(月)　　　　　 

２/６(月) ２/20(月)
9:30～11:30

一迫生活相談所
(一迫支所 52－4433)

１/13(金) １/27(金)

２/10(金) ２/24(金)
9:30～11:30

瀬峰生活相談所
(瀬峰支所 59－2322)

１/12(木) １/26(木)

２/９(木) ２/23(木)
9:30～11:30

鶯沢生活相談所
(鶯沢支所 55－2834)

１/11(水) １/25(水)

２/８(水) ２/22(水)
9:30～11:30

金成生活相談所
(金成支所 42－1248)

１/13(金) １/27(金)

２/10(金) ２/24(金)
9:30～11:30

志波姫生活相談所
(志波姫支所 22－2713)

１/11(水) １/25(水)

２/８(水) ２/22(水)
9:30～11:30

花山生活相談所
(花山支所 56－2028)

１/23(月)　　　　　 

２/６(月) ２/20(月)
9:30～11:30

※栗原市内のどの相談所も利用可能です。
※詳しくは、各支所へお問い合わせください。

たとえば
こんな相談！

◆　暮らしや住まいに関すること……
◆　家族に関すること……
◆　福祉に関すること……　　　など

困りごと・心配ごとの相談は、
相談無料
秘密厳守生活相談所へ

※若柳生活相談所は、若柳多目的研修センターに移転しました。


